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千葉県茂原市の下太田貝塚で検出された多数遺骸集積土坑は，部分的に交連する骨格が複数出土





















An Analysis of Contemporaneity in the Skeletons Unearthed from Mass 




















型式の双方で，遺跡周辺とは異なる Sr 同位体比を示す個体が含まれ［Kusaka et al. 2011］，抜歯型式











では 100 体以上の遺体が確認されたA土坑が「20 年程度に自然死した人の骨を集めて再埋葬した」
と推定され，ほぼ同じ年代の人骨として取り扱われている［西本ら 2001］。下太田貝塚の人骨集積土
坑については，出土状態から中妻貝塚A土坑と同様との推定や［西本ら 2001］，B土坑は中妻貝塚
A土坑と同程度かそれよりも短期間との推定が報告されている［Ishikawa et al. 2014］。しかし，多
数合葬例から出土した人骨の放射性炭素年代の直接測定については，未較正年代の予備的な報告は











跡であり，1997 年から 2000 年に茂原市教育委員会によって行われた発掘調査で，縄文時代中期後
葉から後期中葉の 200 体以上の縄文時代人骨が発見された［総南文化財センター編 2003］。とくに縄
文時代中期から後期前葉・後期中葉の 3時期に墓制が変化した点が注目された。具体的には，中期
後葉は環状であった墓域が，後期前葉には乳幼児の埋甕のみからなる環状構造になり，後期中葉に
は方形区画に埋葬された単独葬と，80 点以上と多数の遺体を含む 3つの多数遺骸集積土坑という 2
つの異なる墓制へと変遷した［菅谷 1998，総南文化財センター編 2003］。本研究では，国立歴史民俗
博物館に保管されていた資料から，多数遺骸集積土坑についてA土坑から 10 点，B土坑から 4点，
C土坑から 1点の分析資料を採取し，分析に供した。年代推定の確認のために，加曾利 B1 式粗製
土器が供伴した 31 号人骨についても分析を行った。31 号人骨では 3個体が混在したため，31 号と
確認できる頭骨片から試料を採取した（表 1）。採取試料は 0.5g 程度の緻密質である。
炭素・窒素同位体比ならびに放射性炭素年代測定は，土壌有機物などの汚染や続成作用の影響を












δ13C とδ15N の測定誤差はともに 0.2‰（パーミル）以下であった。測定は，国立環境研究所が保有
するEA-IRMS（Thermo Fisher Scientifics 社製 Flash2000 ならびに Finnigan MAT252）を用いた。
放射性炭素年代は，ゼラチン 2.5㎎を真空中で燃焼して作成した二酸化炭素を，真空ラインで精
製し，水素と鉄触媒でグラファイトに還元したものを［Kitagawa et al. 1993］，加速器質量分析装置
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いた［Tanaka et al. 2000］。
放射性炭素年代の較正には，大気ならびに海洋の較正曲線としてIntCal13とMarine13を個別の海
産物の寄与率に応じて混合して使用した［Reimer et al. 2013］。較正年代の計算ならびに集団データの
解析にはOxCal4.2 を用い［Bronk Ramsey 2009，Bronk Ramsey and Lee 2013］，IntCal13 とMarine13
を混合した較正曲線の生成にはMix_curve コマンドを使用した。遺跡周辺の海洋リザーバ年代は，
房総半島で核実験の影響以前に得られた貝殻から見積もられたΔR値 81 ± 15 年を用いた［Yoshida 
et al. 2010］。
多数遺体集積土坑に含まれる人骨を一群（phase）の較正年代として解析することで，土坑形成
の時間幅を推定するために，OxCal の Interval コマンドを使用した。これは一群のデータがランダ
ムサンプリングされたものとして，開始年代と終了年代を推定し，それらのBoundary の年代差を




抽出されたゼラチンにおいて，炭素濃度（重量）が 13％未満，窒素濃度（重量）が 4.8% 未満，
C/N比（元素数）が正常値（2.9 ～ 3.6）を外れる場合は，コラーゲンが変性あるいは外部有機物の
混入の影響をうけており，食性の復元には適さない［DeNiro 1985, van Klinken 1999］。今回分析した





埋葬状況 人骨番号 %C %N C/N比 13C （‰） 15N （‰）
第 1埋葬群 31号人骨 38.8 13.9 3.1 -19.8 7.7
A 土坑 Ａ土坑 -No.74 39.8 13.8 3.3 -20.0 7.0
Ａ土坑 -No.91 41.0 14.4 3.3 -19.5 8.0
Ａ土坑 -No.92 41.0 14.3 3.3 -19.9 7.6
Ａ土坑 -No.85 37.2 13.2 3.3 -19.7 7.4
Ａ土坑 -No.99 39.2 14.2 3.2 -19.9 6.2
Ａ土坑 -No.124 43.6 15.2 3.3 -19.9 6.3
Ａ土坑 -No.160 38.9 14.2 3.3 -19.5 7.6
Ａ土坑 -No.161 35.9 13.4 3.2 -19.7 7.9
Ａ土坑 -No.162 37.3 13.2 3.2 -19.5 7.6
Ａ土坑 -No.163 39.5 14.1 3.3 -19.7 6.6
B土坑 B土坑 -No.29+30+34-1 43.2 15.4 3.2 -19.5 7.4
B土坑 -No.29+30+34-2 37.3 14.1 3.1 -19.5 6.8
B土坑 -No.86 36.8 13.2 3.2 -19.9 5.6
B土坑 -No.107 45.2 16.2 3.1 -19.6 6.4






定される（表 1 参照）。図 1 では，日本列
島の主な食料資源を骨コラーゲンの同位体








葉第 1埋葬群に属するとされる 31 号人骨で 3563 ± 49 BP（未較正）となり，供伴した加曾利B1式
期について付着炭化物の未較正年代（3460 ～ 3615 BP）と一致している［秋田 2008］。このことか
ら，海洋リザーバ効果の影響が限定的であると推定され，炭素・窒素同位体比分析と矛盾しない。
下太田A土坑では，No.163 の 3731 ± 45 yBP から No.161 の 3974 ± 41 yBP まで大きな年代差が
認められた。反復測定の差異が偶然の範囲と見なせるかどうかを検定するために考案された，χ二
乗分布に従う統計値Tを計算すると 15.8 であり，基準値 3.8（危険率 5%，自由度 1）よりも大きい
ので両者は同一の年代値とは見なせない［Ward and Wilson 1978］。下太田B土坑でもNo.107（3735






14C 年代を表 2に示した。加曾利B1 式粗製土器を供伴した 31 号人骨は，較正年代の 1標準偏差に
相当する確率分布が 3825 ～ 3650 cal.BP の間に推定され，加曾利BI 式土器の付着炭化物で比定さ
れた 3820 ～ 3680 cal.BP とよく一致している［小林 2008］。このことから，東京湾の動物骨を比較対
象とした海洋リザーバ効果の補正によって，下太田貝塚人骨で概ね正確な年代が得られると考えら
れる。
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が堀之内 2式期，それ以外の 8個体は堀之内 1式期に由来すると推定された。下太田 B土坑では
No.107 が堀之内 2式期，それ以外の 3個体は堀之内 1式期に由来すると推定された。下太田C土坑











第1埋葬群 31号人骨 3563± 49 TERRA-091702a04 24% 3825-3688 （64.5%） 3659-3650 （3.7%） 3870-3595 （95.4%）
A 土坑 Ａ土坑 -No.161 3974± 41 TERRA-082202b36 24% 4395-4247 （68.2%） 4419-4215 （85.8%）  4209-4157 （ 9.6%） 
Ａ土坑 -No.162 3908± 47 TERRA-121801b33 27% 4254-4091 （68.2%） 4398-4071 （92.6%） 4035-4005 （ 2.8%）
Ａ土坑 -No.160 3885± 48 TERRA-121801b29 27% 4240-4082 （68.2%） 4352-4326 （ 1.8%） 4300-3980 （93.6%）
Ａ土坑 -No.74 3870± 47 TERRA-121801b23 22% 4240-4086 （68.2%）
4380-4371 （ 0.6%） 
4353-4326 （ 2.2%） 
4300-3984 （92.7%）
Ａ土坑 -No.92 3863± 52 TERRA-121801b26 23% 4238-4079 （64.6%） 4027-4013 （ 3.6%） 
4380-4371 （ 0.5%） 
4353-4325 （ 1.9%） 
4316-4313 （ 0.1%） 
4306-3975 （92.9%）
Ａ土坑 -No.99 3842±72 TERRA-121801b27 23% 4232-4063 （52.4%） 4046-3990 （15.8%）
4384-4368 （ 1.1%） 
4355-3910 （94.3%） 
Ａ土坑 -No.91 3831± 46 TERRA-121801b25 27% 4146-4059 （38.6%） 4050-3989 （29.6%） 
4231-3957 （92.7%）  
3950-3927 （ 2.7%） 
Ａ土坑 -No.85 3813± 49 TERRA-121801b24 24% 4145-4113 （13.4%） 4101-3984 （54.8%） 4231-3911 （95.4%）
Ａ土坑 -No.124 3758± 45 TERRA-121801b28 23% 4080-3957 （57.4%） 3951-3927 （10.8%）
4145-4113 （ 4.5%） 
4101-3868 （90.9%）
Ａ土坑 -No.163 3731± 45 TERRA-121801b34 24% 4071-4037 （13.8%） 3997-3891 （54.4%） 4091-3838 （95.4%）
B土坑 B土坑 -No.86 3902± 45 TERRA-082202b39 23% 4286-4143 （61.1%） 4119-4097 （ 7.1%） 4406-4081 （95.4%）
B土坑-No.29+30+34-2 3861± 41 TERRA-082202b38 27%
4222-4203 （ 6.7%） 




B土坑-No.29+30+34-1 3801± 44 TERRA-082202b37 26% 4141-4126 （ 5.0%） 4095-3970 （63.2%）
4214-4210 （ 0.3%） 
4157-3894 （95.1%）
B土坑 -No.107 3735± 35 TERRA-083002a28 26% 4056-4053 （ 1.1%） 3988-3880 （67.1%） 4080-3844 （95.4%）























時間幅の推定では，下太田A土坑にふくまれる人骨は 32 ～ 322 年（1標準偏差）の幅を有して
おり，最頻値の約 200 年程度の大きな時代幅を有する可能性がある（図 3）。下太田B土坑でも 0～
386 年という変動の大きな時間幅が推定された。下太田B土坑の年代値は 4個体ではあるが，較正
























第 208集  2018年 3月
いた。国立環境研究所の年代測定は，柴田康行先生，森田昌敏先生との共同研究の一部である。国
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An Analysis of Contemporaneity in the Skeletons Unearthed from Mass 
Burial Pits at the Shimo’ota Shell Midden in Mobara City, Chiba Prefecture
The mass burial pits found from the Shimo’ota shell midden in Chiba prefecture was considered as a 
skeletal population in a period as short as 20 years, because the partial articulation was observed among 
skeletons. Hence, the social complexity and lineage analyses has been conducted based on dental mor-
phology and mitochondrial DNA analysis for this skeletal population. However, a series of radiocarbon 
dating on 10 individuals from mass burial pit-A, 4 from pit-B and one from pit-C showed a wider range 
of calibrated radiocarbon dates in conjunction with individual correction for the marine reservoir effect 
through marine food consumption. The range of the dates spans from Shomyoji pottery type to Horinou-
chi 2 pottery for pit-A, and also from Horinouchi 1 to 2 pottery type for the pit-B, which might correspond 
to a period as long as 200 years. 
Key words: Ancient human skeletons, mass burial, grave system, radiocarbon dating, marine reservoir 
effect
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